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例
え
ば
こ
ん
な
事
業
を

提
案
し
て
く
だ
さ
い

提
案
の
一
部
を
町
が
助

成
し
ま
す

募
集
内
容

提
案
が
採
用
さ
れ
た

と
き
は
…

提
案
事
業
の
申
し
込
み�

審
査
会（
選
考
会
）の
開
催�

事
業
の
決
定�

事
業
の
実
施�

報 

告 

会�

第１次応募分で
採用された事業

���

企
画
・
研
究
部
門�

�

町
民
の
皆
さ
ん
自
ら
が
実
施

す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
関
す

る
調
査
・
勉
強
会
の
開
催
・
計
画

づ
く
り
な
ど�

�

（
例
）�

・
地
区
内
の
環
境
整
備
計
画
づ

　
く
り�

・
地
域
マ
ッ
プ
作
成�

・
市
場
調
査�

�

実
践
活
動
部
門�

�

ま
ち
づ
く
り
に
熱
意
や
ア
イ

デ
ア
を
も
つ
方
が
自
主
的
に
企

画
実
践
す
る
事
業�

�

（
例
）�

・
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
発

　
掘
・
整
備�

・
薬
草
木
を
使
っ
た
健
康
グ
ッ

　
ズ
の
開
発�

・
郷
土
料
理
の
商
品
化�

�
�

����

皆
さ
ん
か
ら
提
案
い
た
だ
い

た
事
業
に
は
、内
容
に
よ
っ
て
次

の
よ
う
な
助
成
を
し
ま
す
。�

�
企
画
・
研
究
部
門�

�
助
成
額
：
最
高
10
万
円�

実
践
活
動
部
門�

�

助
成
額
：
最
高
50
万
円�

����

応
募
資
格�

　
次
に
該
当
す
る
団
体�

・
５
人
以
上
の
住
民
で
構
成
さ

　
れ
て
い
る
団
体�

・
主
に
町
内
で
事
業
を
行
う
団
体�

・
政
治
・
宗
教
を
目
的
と
し
な
い

　
団
体�

�

対
象
と
な
る
事
業�

・
企
画
・
研
究
・
計
画
策
定
を
主

　
た
る
目
的
と
す
る
ま
ち
づ
く

　
り
事
業�

・
ま
ち
づ
く
り
に
熱
意
や
ア
イ

　
デ
ア
を
も
つ
住
民
が
自
主
的

　
に
実
施
す
る
事
業�

�

対
象
と
な
ら
な
い
事
業�

・
他
か
ら
す
で
に
委
託
ま
た
は

　
助
成
さ
れ
て
い
る（
予
定
も
含

　
む
）事
業�

・
政
治
目
的
や
宗
教
の
布
教
目

　
的
の
活
動�

・
そ
の
他
町
長
が
適
当
で
な
い

　
と
認
め
た
も
の�

事
業
実
施
期
間�

�
平
成
19
年
２
月
ま
で�

応
募
方
法�

�

次
の
必
要
書
類
を
最
寄
の
役

場
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
飯
南
町
住
民
提
案
型
事
業
審

　
査
申
込
書�

・
事
業
概
要
の
分
か
る
書
類�

�
 

（
図
面
・
予
算
・
写
真
等
）�

※
申
込
書
の
様
式
は
、役
場
窓
口

に
あ
り
ま
す
。�

�

飯
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。�

�

�

飯
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

�
h
ttp
://w
w
w
.iin
a
n
.jp
/�

�
�

����

採
用
さ
れ
た
事
業
等
は
、広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す
。�

皆さんは、日々の暮らしの中で「こういう事業があればいいのに」「このようなビジネスをしてみたい」といった思いを持たれたことがないでしょうか。�
飯南町では、まちづくりの基本理念「小さな田舎からの『生命地域』宣言」の実現を目指した産業の創出に向け、町民の皆さんから様々なアイデアを募集していま
す。 ６月の自治区文書で第１次募集を受け付けていましたが、現在は第２次募集を行っています。皆さんから、アイデア溢れる事業の提案をお待ちしています。�

皆さんは、日々の暮らしの中で「こういう事業があればいいのに」「このようなビジネスをしてみたい」といった思いを持たれたことがないでしょうか。�
飯南町では、まちづくりの基本理念「小さな田舎からの『生命地域』宣言」の実現を目指した産業の創出に向け、町民の皆さんから様々なアイデアを募集していま
す。 ６月の自治区文書で第１次募集を受け付けていましたが、現在は第２次募集を行っています。皆さんから、アイデア溢れる事業の提案をお待ちしています。�
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8
27（日）� 8

15（火）�
地域が一体となった夏の運動会�

「
道
の
駅
弁
当
」を
商
品
化

薬
膳
弁
当
で
飯
南
の
四
季
を
表
現�

8
9（水）�

 

農
業
経
営

　
改
善
計
画
認
定
書

　
　
　
　
　
交
付
式

飯
南
町
認
定
農
業
者
が
決
定�

町民体育大会開催

飯南町成人式�

　
赤
名
庁
舎
で
農
業
経
営
改
善
計

画
認
定
書
交
付
式
を
行
い
、次
の

方
が
認
定
農
業
者
に
決
定
し
ま
し

た
。�

■
認
定
農
業
者（
敬
称
略
）�

　
高
橋
正
好（
下
赤
名
）　  

再
認
定�

　
藤
原
　
博（
野
萱
）　
　 

新
規�

　
砂
田
和
昭（
塩
谷
）　
　 

新
規�

　
松
田
克
宣（
上
来
島
）　  

再
認
定�

　
戸
田
皓
雄（
野
萱
）　
　 

再
認
定�

　
上
田
征
吾（
上
来
島
）　  

再
認
定�

　
山
田
知
宏（
八
神
　
川
西
） 

再
認
定�

　
景
山
林
造（
都
加
賀
）　  

再
認
定�

　
農
業
を
、魅
力
が
あ
り
や
り
が

い
の
持
て
る
産
業
と
し
て
育
成
す

る
た
め
に
、認
定
者
の
ご
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。�

�

　
毎
年
恒
例
の
町
民
体

育
大
会
を
、８
月
２７
日
に

各
地
区
で
行
い
ま
し
た
。�

　
頓
原
・
赤
名
・
来
島
・
谷

の
各
会
場
に
は
、地
区
の

方
が
多
数
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
、
地
区

独
特
の
種
目
を
楽
し
み
、

出
場
選
手
に
大
き
な
声

で
声
援
を
送
る
な
ど
、子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

が
一
緒
に
楽
し
い
１
日

を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

�

　
今
年
対
象
と
な
っ
た
新
成
人
は
、

　
今
年
対
象
と
な
っ
た
新
成
人
は
、昭
和
昭
和
６０

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６１
年
４
月
１
日
ま
で

年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た

に
生
ま
れ
た
７４
人
で
す

人
で
す
。「
み
せ
ん
」

「
み
せ
ん
」を
会
場

を
会
場

と
し
て
行
っ
た
式
典
に
は
、

と
し
て
行
っ
た
式
典
に
は
、そ
の
う
ち

そ
の
う
ち
６１
人

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、

　
式
典
で
は
、山
碕
町
長
が

山
碕
町
長
が「
自
分
に
自
信
と

「
自
分
に
自
信
と

誇
り
を
持
ち
、

誇
り
を
持
ち
、目
標
に
向
け
て
ま
い
進
し
て

目
標
に
向
け
て
ま
い
進
し
て

く
だ
さ
い
」

く
だ
さ
い
」と
挨
拶
し
、

と
挨
拶
し
、新
成
人
を
代
表
し
て

新
成
人
を
代
表
し
て

渡
部
ま
ゆ
子
さ
ん

渡
部
ま
ゆ
子
さ
ん（
角
井
）

（
角
井
）
が「
温
か
く
見
守
っ

「
温
か
く
見
守
っ

て
く
れ
た
多
く
の
方
に
感
謝
し
、

て
く
れ
た
多
く
の
方
に
感
謝
し
、故
郷
を
愛

故
郷
を
愛

す
る
心
を
忘
れ
ず
、

す
る
心
を
忘
れ
ず
、社
会
に
貢
献
し
て
い
き

社
会
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
」

ま
す
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

�

　
今
年
対
象
と
な
っ
た
新
成
人
は
、昭
和
６０

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６１
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
７４
人
で
す
。「
み
せ
ん
」を
会
場

と
し
て
行
っ
た
式
典
に
は
、そ
の
う
ち
６１
人

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、山
碕
町
長
が「
自
分
に
自
信
と

誇
り
を
持
ち
、目
標
に
向
け
て
ま
い
進
し
て

く
だ
さ
い
」と
挨
拶
し
、新
成
人
を
代
表
し
て

渡
部
ま
ゆ
子
さ
ん（
角
井
）
が「
温
か
く
見
守
っ

て
く
れ
た
多
く
の
方
に
感
謝
し
、故
郷
を
愛

す
る
心
を
忘
れ
ず
、社
会
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

�

成
人
を
迎
え
ら
れ
た�

　
　
　
　
　
７４
人
の
若
人
（
敬
称
略
）�

�

吾
郷
　
麻
衣
子�

安
部
　
克
洋�

安
部
　
耕
太�

安
部
　
太
二�

安
部
　
真
里
子�

安
部
　
保
真�

石
田
　
絵
里�

石
田
　
千
晶�

岩
佐
　
章
生�

岩
谷
　
真
理�

岡
本
　
佳
奈
子�

奥
井
　
聡
子�

奥
井
　
美
幸�

奥
野
　
さ
や
か�

景
山
　
裕
也�

景
山
　
陽
子�

加
瀬
部
　
竜
之�

勝
部
　
あ
ゆ
み�

加
藤
　
郁
海�

加
藤
　
美
佳�

岸
　
夕
希
子�

清
原
　
恒
成�

熊
谷
　
美
月�

倉
橋
　
惇�

桑
原
　
麻
耶�

後
長
　
正
洋�

五
明
田
　
浩
子�

西
門
　
美
子�

佐
々
木
　
猛�

菅
　
美
里�

大
役
寺
　
泰
平�

瀧
口
　
優�

瀧
尻
　
美
生�

田
部
　
翔�

田
邉
　
由
香
里�

田
原
　
優�

田
村
　
彩�

戸
田
　
菜
穂
子�

戸
田
　
真
理
乃�

中
　
明
美�

中
島
　
紀
彰�

那
須
　
綾
乃�

那
須
　
淳
弥�

那
須
　
政
昭�

夏
野
　
由
理
子�

難
波
　
裕
香�

信
藤
　
晃�

半
田
　
佳
子�

萬
代
　
直
美�

平
岡
　
ジ
ェ
イ
シ
ー�

藤
原
　
さ
く
ら�

藤
原
　
奨
作�

藤
原
　
翔
太�

藤
原
　
勇
太�

星
野
　
悠�

牧
原
　
正
和�

松
田
　
さ
や
か�

松
田
　
拓
也�

三
島
　
久
実�

三
島
　
啓
太�

三
島
　
大
典�

水
間
　
江
梨�

水
間
　
裕
美�

三
原
　
功
太
郎�

矢
飼
　
尚
志�

八
嶋
　
洋
平�

安
田
　
多
恵
子�

山
内
　
良
昭�

山
碕
　
大
樹�

山
下
　
純
征�

吉
村
　
美
香�

和
久
利
　
祥
吾�

和
久
利
　
有
香
子�

渡
部
　
ま
ゆ
子�

�

若い世代の町政参画を目指して�

「飯南まちづくり町民大学」開校
9
1（金）�

　あかな

　たに

とんばら

きじま

　あかな

　たに

とんばら

きじま

　あかな

　たに

とんばら

きじま

：�

　「
飯
南
ま
ち
づ
く

り
町
民
大
学
」は
、若

い
世
代
の
方
に
も
っ
と

町
政
へ
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、積
極
的
な

町
政
へ
の
参
画
や
、次

世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

を
目
的
と
し
て
開
校
し

ま
し
た
。�

　
今
年
度
は
、町
内
の

２０
か
ら
４０
代
の
男
女
２３

人
が
、来
年
２
月
ま
で

合
計
７
回
の
講
座
を
受

講
さ
れ
ま
す
。�

　
受
講
さ
れ
る
皆
さ
ん
か
ら
は
、

講
座
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、「
ま

ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
の
話
し
合

い
の
中
か
ら
、２
月
の
最
終
日
に

提
言
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。�

�

　
島
根
県
に
よ
る
「
提
案
型
地
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
の
一
貫
と

し
て
、
道
の
駅
赤
来
高
原
で
は

「
道
の
駅
弁
当
」の
商
品
化
を
、

９
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
弁
当
に
は
、地
元
の
食
材

を
使
用
し
た
様
々
な
薬
膳
料
理
が

入
っ
て
お
り
、９
月
６
日
の
試
食

会
に
は
一
般
の
方
も
参
加
し
て
、

弁
当
の
容
器
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
て
い

ま
し
た
。�

　
シ
ェ
フ
の
宮
脇
多
太
恵
さ
ん（
野

萱
）
は「
こ
の
弁
当
か
ら
は
、飯
南

町
の
四
季
や
食
材
の
豊
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の

方
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�



利
用

者
感
謝
祭
に
出
演
の
安
来
節
演
芸
館

7

　
ふ
れ
あ
い
花
の
会
は
、旧
赤
来

町
の
事
業「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」の

一
貫
で
平
成
５
年
５
月
に
発
足
さ

れ
、以
来
、降
雪
時
期
を
除
い
て
毎

月
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
主
な
活
動
は
、花
づ
く
り
に
よ

る
道
路
美
化
活
動
で
す
が
、年
に

数
回
、赤
来
地
域
の
公
共
施
設
等

へ
、季
節
の
色
と
り
ど
り
の
花
の

配
達
も
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
８
月
29
日
、長
年
に
わ
た
り
道

路
美
化
や
愛
護
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
に
対
し
、感
謝
状
の

伝
達
式
が
島
根
県
庁
で
行
わ
れ
、

「
ふ
れ
あ
い
花
の
会
」
は
国
土
交

通
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

�

今
後
も
花
づ
く
り
を
通
じ
て
、

町
内
の
美
化
運
動
・
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
に

つ
な
が
る
よ
う
、ご
活
躍
を
祈
念

し
ま
す
。�

　
花
栗
の
地
名
の
由
来
は
、次
の

よ
う
に
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

�

「
城
山（
熊
野
山
に
城
跡
が
現
存
す
る
）

に
栗
の
木
が
多
々
あ
る
中
に
、１

本
ほ
ど
ト
キ
色
の
花
が
咲
く
の
が

あ
り
、そ
れ
を
大
名
に『
花
栗
』と

届
け
出
た
。
地
名
も
そ
れ
に
な
じ

ん
で
名
付
け
ら
れ
た
」�

　
（
別
木
清
行
言
い
伝
え
　
ふ
る
さ
と
伝

　
　
承
・
昭
和　
年
旧
頓
原
町
発
行
よ
り
）�

�

今
で
こ
そ
、国
道
54
号
に
沿
っ

た
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
た
地
帯
で

す
が
、同
資
料
に
よ
る
と
「
花
栗

峠
の
思
い
出
」
の
中
で
、�

　「
昔
の
花
栗
峠
は
、大
変
急
な
坂

道
で
し
た
。
道
の
両
側
は
、日
中

で
も
暗
い
ほ
ど
の
杉
林
ば
か
り
で

今
ご
ろ
の
授
産
場
（
い
ま
は
跡
の
み
）

の
あ
た
り
は
殺
牛
場
と
い
う
曲
が

り
角
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
道
中
に

は
、墓
な
ど
も
手
の
届
く
よ
う
な

と
こ
ろ
に
多
く
あ
り
、寂
し
い
も

の
ば
か
り
続
い
て
あ
り
ま
し
た
。

私
が
は
じ
め
て
峠
を
越
す
時
は
夜

で
し
た
。
あ
の
寂
し
そ
う
な
場
所

だ
っ
た
こ
と
を
夢
の
よ
う
に

覚
え
て
い
ま
す
。
私
も
あ
の

峠
を
越
し
て
嫁
い
で
き
た
一

人
で
す
」
（
同
資
料
・
安
部
初
美
）

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

■ 

農
業
の
特
徴�

　
集
落
営
農
を
中
心
に
、ハ
ウ
ス

野
菜
、和
牛
、乳
牛
な
ど
農
業
の
盛

ん
な
地
帯
で
す
。
他
地
区
で
は
少

な
く
な
っ
た
稲
わ
ら
の
飼
料
化
も
、

盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。�

�

■ 

花
栗
自
治
会�

　
昨
年
結
成
さ
れ
た
組
織
で
、花

栗
全
員
、全
組
織
を
統
括
す
る
も

の
で
す
。
今
年
か
ら
河
川
の
整
備
、

環
境
塾
の
開
催
な
ど
、集
落
営
農

を
中
心
と
し
た
「
集
落
ビ
ジ
ョ
ン

作
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

�

　
※
健
康
づ
く
り
部
会
は
、15
年

　
に
わ
た
り
、地
域
の
健
康
づ
く

　
り
の
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

　
す
。本
年
は
そ
の
活
動
が
認
め

　
ら
れ
、（財）
日
本
公
衆
衛
生
協
会

　
理
事
長
か
ら
「
公
衆
衛
生
事
業

　
功
労
者
」
と
し
て
顕
彰
さ
れ
る

　
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

�

■ 

誇
れ
る
こ
と
・
継
承
し
た
い

　 

こ
と�

　
武
内
神
社
で
の
「
奉
納
子
ど
も

相
撲
」
や
「
子
ど
も
み
こ
し
」
は
、

地
域
の
誇
り
で
あ
り
、次
世
代
に

継
承
し
て
い
き
た
い
文
化
で
す
。�

憩いの郷衣掛は、８月31日まで飯南町開発公社によって
経営していましたが、経営の効率化を図るため、９月１
日から大新東株式会社（本社・東京都）を指定管理者に指定
して経営が始まりました。�
�

「
飯
南
町
総
合
振
興
計
画
」の
策
定
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、中
山
間
地
域
研

究
セ
ン
タ
ー
で
「
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。�

　
　
今
回
の
指
定
管

理
者
は
、公
募
に
よ

り
広
く
募
集
し
た

も
の
で
、
同
社
は

県
内
で
も
「
安
来

節
演
芸
館（
安
来
市
）」

「
リ
ゾ
隠
岐
ロ
サ
ー

ジ
ュ（
西
ノ
島
町
）
」
な
ど
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
経
営
実
績

も
豊
富
で
す
。�

�
同
社
は
、「
今
ま
で
民
間
企
業
と
し

て
培
っ
て
き
た
経
験
や
、森
林
セ
ラ
ピ

ー
な
ど
飯
南
町
の
特
徴
を
生
か
し
、施

設
の
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。」

と
、力
強
く
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

�

同
社
に
よ
る
新
た
な
「
憩
い
の
郷

衣
掛
」
の
ス
タ
ー
ト
に
よ
り
、今
ま
で

以
上
に
親
し
ま
れ
る
施
設
に
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

�

最
初
に
石
田
和
久
策

定
委
員
会
委
員
長（
志
津
見
）が
、

参
加
い
た
だ
い
た
約
70
人
の
方
に
、基
本
構
想

と
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
説
明
を
行
い
ま

し
た
。�

�

続
い
て
行
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、山
碕
町
長
と
４
人
の
策
定
委
員
が
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
参
加
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
や
希
望
を
話
さ
れ

ま
し
た
。�

�

策
定
委
員
の
皆
さ
ん
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
「
飯

南
町
総
合
振
興
計
画
」は
、９
月
の
議
会
定
例
会

に
報
告
後
、10
月
に
町
民
の
皆
さ
ん
へ
「
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
」
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。�

8月29日 ● 中山間地域研究センター�

※現在、ふれあい花の
会では赤来地域の13人
の有志で活動されてい
ます。�
�花づくりに関心のあ
る方は、ぜひ一緒に活
動してみませんか？�
■問い合わせ先�
　来島保健センター　
　℡.7 6 - 3 8 0 0

63

6

184

54

54

至 三次市三次市�至 三次市�

角井�
志津見�

川東�

川西�

獅子�

長谷�

下来島�

花栗�

都加賀�

奥畑�

上区�

敷波�佐見�

野萱�

小田真木�
上来島�

赤名�

下赤名�
�

上赤名�

谷�

寺沢� 町区�

第５回�

活
動
グ
ル
ー
プ
紹
介

活
動
グ
ル
ー
プ
紹
介

活
動
グ
ル
ー
プ
紹
介
No3

松居一代さん�

お問い合わせ先／（社）雲南法人会 TEL.0854ー45ー2405

飯南町初　9月1日スタート�

民間企業を指定管理者に�民間企業を指定管理者に�

総合振興計画の概要を説明�

憩
い
の
郷�

パネラーの方々

人生GO!GO!GO!

日　時●11月11日（土）13時開場�
場　所●木次町チェリヴァホール　�
入場料●無　料（整理券が必要）�

生きているって�
　　　すばらしい�

講 師�

演 題�

この事業は、コミュニティの健全な発展を図るとともに宝くじの普及広報事業を行うものです。
今後自治区単位で該当する事業がありましたら、役場自治振興課へご相談ください。�

穂は人の口に　わらは牛の口に穂は人の口に　わらは牛の口に（稲わらの飼料化）（稲わらの飼料化）�穂は人の口に　わらは牛の口に（稲わらの飼料化）�

県道・飯南美郷線の沿道にある花壇（下赤名）�

　谷自治振興会では、（財）自治総合セ
ンターから一般コミュニティ助成事業（宝
くじの普及広報事業助成金）を受け、様々な
交流イベントや地域での活動に使用す
る「組み立て式ステージ」「机・椅子」「音
響設備」の整備が行われました。�
　この事業により、住民が自主的に行
うコミュニティ活動の促進が図られる一方で、地域の連帯感がより強まり、
自治意識が盛り上ったようです。�



�

⑰

お問い合わせ先 飯南病院 TEL72-0221 来島診療所 TEL76-2309 保健福祉課 TEL72-1770

お問い合わせ：中山間地域研究センター 鳥獣対策グループ　TEL.（0854）76-3818
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秋
季
の
ク
マ
は
、越
冬
に
備
え

て
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
木
の
実
を
大

量
に
食
べ
ま
す
。
本
県
で
は
、ミ

ズ
ナ
ラ
な
ど
の
ド
ン
グ
リ
が
１
年

お
き
に
豊
作
と
凶
作
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
。�

　
ク
マ
の
人
里
へ
の
出
没
は
、豊

作
年
に
は
少
な
く
、凶
作
年
に
は

増
加
し
ま
す
。
今
年
は
凶
作
年
に

当
た
る
の
で
、ク
マ
の
出
没
が
予

想
さ
れ
ま
す
。�

① 

音
で
知
ら
せ
よ
う�

　
き
の
こ
採
り
や
山
林
作
業
な
ど

　
で
山
に
入
る
と
き
は
、ク
マ
と

　
の
遭
遇
を
避
け
る
た
め
に
、必

　
ず
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
ク
マ
に

　
人
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。�

② 

早
朝
や
夕
暮
れ
時
に
は
注
意�

　
こ
の
時
間
帯
に
は
、エ
サ
を
探

　
し
て
活
発
に
行
動
す
る
の
で
、

　
山
や
ク
リ
園
な
ど
に
は
行
か
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

③ 

誘
引
物
を
管
理�

　
ク
マ
を
人
家
周
辺
へ
誘
引
す
る

　
生
ゴ
ミ
や
放
棄
果
樹
な
ど
は
し

　
っ
か
り
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
と
は
、過
食
や
運
動
不
足
に

よ
っ
て
内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し
た

肥
満（
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）を
生
じ
、そ

れ
を
基
に
高
血
圧
、高
脂
血
症
、糖

尿
病
な
ど
複
数
の
生
活
習
慣
病
が

合
併
し
て
い
る
状
態
で
す
。�

　「
死
の
四
重
奏
」
と
も
言
わ
れ
、

個
別
の
数
値
は
そ
れ
ほ
ど
悪
く
な

く
て
も
、重
な
る
と
糖
尿
病
や
心

筋
梗
塞
な
ど
の
深
刻
な
病
気
に
な

り
や
す
く
な
り
ま
す
。�

　
40
歳
以
上
の
日
本
人
の
３
分
の

１
に
当
た
る
約
２
０
０
０
万
人
が
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や

そ
の
予
備
軍
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

������

��

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、お
へ
そ
の
高
さ
の
腹
囲
が
基

準
と
な
り
ま
す
。
腹
囲
に
加
え
て
、

血
液
中
の
脂
質
や
空
腹
時
血
糖
、

血
圧
の
値
が
２
つ
以
上
当
て
は
ま

る
場
合
に
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
と
診
断
さ
れ
ま
す
。�

ご
存
知
で
す
か
？

島
根
県
で
は
、確
か
な
学
力
を
つ
け
る
た
め
、５
月
県
内
一
斉
学
力
調
査
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。�

一
昨
年
の
全
国
的
な
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
異
常
出
没
は
、皆
さ
ん

の
記
憶
に
も
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

今
秋
は
再
び
出
没
が
予
想
さ
れ
、注
意
が
必
要
で
す
。�

9

　「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」と
い
う
言
葉
が
最
近
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
放
置
し
て
い
る
と
命
に
関
わ
る
病
気
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
今
月
か
ら
は
、こ
の「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
」に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�診

断
基
準

し
ん�

き
ん
こ
う
そ
く�

たいしゃ�

教科に関する調査　平均到達度

国　語�

算　数�

社　会�

理　科�

78.9�

75.4�

73.3�

69.8

79.5�

73.4�

73.4�

71.6

島根県�飯南町�

全学年�

84.8�

86.0�

�

�

87.5�

85.0�

�

島根県�飯南町�

３　年�

78.3�

76.2�

�

81.2�

72.2�

�

島根県�飯南町�

４　年�

71.8�

73.6�

71.5�

66.8

70.8�

74.6�

72.9�

71.9

島根県�飯南町�

５　年�

81.0�

66.6�

75.1�

72.9

79 .8�

66.1�

73.8�

71.3

島根県�飯南町�

６　年�
小学校�

中学校�

学習の基礎となる力�

社会の中で生きて働く力�

62.7�

57.5

64.3�

60.5

島根県�飯南町�

全学年�

63.8�

59.7

65.0�

63.2

島根県�飯南町�

３　年�

63.9�

59.9

65.3�

64.0

島根県�飯南町�

４　年�

61.9�

55.3

64.5�

60.8

島根県�飯南町�

５　年�

61.2�

55.1

63 .0�

56.2

島根県�飯南町�

６　年�
小学校�

学習の基礎となる力�

社会の中で生きて働く力�

58.2�

53.0

58.3�

52.8

島根県�飯南町�

全学年�

62.5�

55.9

61.3�

53.1

島根県�飯南町�

１　年�

56.1�

50.9

62.0�

56.5

島根県�飯南町�

２　年�

55.9�

52.2

51.2�

48.8

島根県�飯南町�

３　年�
中学校�

意識に関する調査

教科に関する調査　平均到達度

意識に関する調査

国　語�

数　学�

社　会�

理　科�

英　語�

74.4�

64.4�

65.2�

62.7�

67.1

70.0�

61.1�

61.4�

59.7�

58.0

島根県�飯南町�

全学年�

75.8�

72.5�

70.7�

67.0

70.3�

67.9�

65.3�

62.1

島根県�飯南町�

１　年�

75.7�

63.8�

60.2�

59.3�

70.0

71.3�

62.9�

59.1�

57.8�

61.3

島根県�飯南町�

２　年�

71.6�

56.9�

64.6�

61.6�

64.2

68.4�

51.2�

59.2�

58.7�

54.8

島根県�飯南町�

３　年�

ク
マ
の
出
没
傾
向

※メタボリックとは「代謝」
という意味です。�
生体内の物質とエネルギ
ーとの変化のことを言い、
悪い意味はありません。�
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No.1

内臓脂肪蓄積�

ウエスト周囲径�
男性 85cm以上�

血清脂質異常�

トリグリセリド値�
150mg/dL以上�

HDLコレステロール値�

40mg/dL未満�

女性 90cm以上�
（内臓脂肪面積10センチ四方以上に相当）�

のいずれか、又は両方�

血圧高値�

最高（収縮期）血圧�
130mmHg以上�

最低（拡張期）血圧�
85mmHg以上�

のいずれか、又は両方�

高血糖�

空腹時血糖値�
110mg/dL以上�

さらに、以下のうち２項目以上�

＊
座
せ
ば
尚
涼
し
さ
勝
る
木
下
か
な�

＊
風
鈴
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
の
音
色
し
て�

＊
朝
顔
や
絵
日
記
は
未
だ
色
付
か
ず�

＊
帰
省
子
は
新
車
に
乗
り
て
墓
参
か
な�

＊
老
寄
り
て
薬
話
で
盆
送
る�

＊
お
盆
客
ピ
ア
ス
の
光
る
娘
も
混
じ
り�

＊
盆
法
座
今
年
も
会
へ
た
あ
の
方
に�

＊
硝
子
戸
の
観
音
堂
に
盆
の
月�

＊
無
住
寺
の
　
草
白
し
雨
上
り�

＊
墓
洗
ふ
改
め
て
見
る
法
名
版�

＊
掃
苔
や
齢
短
か
き
仏
た
ち�

石
田
シ
ヅ
カ�

奥
野
　
王
青�

垣
内
　
良
野�

片
山
　
素
文�

林
　
　
勝
子�

原
　
　
コ
ウ�

張
戸
ユ
キ
女�

政
本
　
進
美�

源
　
　
雨
光�

森
　
　
征
子�

垣
内
　
峯
雅�

佐
々
木
り
く
子�

本
間
　
麗
子�

門
所
　
詠
子�

三
島
　
久
恵�

日
高
美
代
子�

岩
佐
　
恒
子�

澤
田
　
勝
登�

源
　
　
光
子�

石
田
フ
ク
エ�

難
波
　
幾
子�

貝
森
フ
ミ
エ�

安
部
　
教
子�

中
村
三
四
二�

＊
雨
あ
が
り
の
散
歩
帰
り
の
寺
庭
に
今
し
夕
日
の
美
し
く
映
ゆ�

＊
往
き
来
す
る
車
に
男
女
が
乗
合
わ
す
こ
の
偶
然
が
ふ
と
不
思
議
な
り�

＊
硫
黄
島
の
お
ぞ
ま
し
き
戦
今
知
り
き
心
と
体
の
極
限
の
地
獄�

＊
今
日
も
亦
強
き
陽
差
し
な
り
負
け
な
い
で
汗
流
し
つ
つ
墓
石
を
洗
ふ�

＊
豪
雪
の
次
は
豪
雨
に
見
ま
わ
れ
き
残
り
し
野
菜
は
猪
に
掘
ら
れ
る�

＊
波
く
ぐ
り
波
く
ぐ
り
泳
ぐ
少
年
を
励
ま
す
そ
の
父
海
風
の
中�

＊
我
来
た
る
も
知
ら
ず
浄
土
に
生
る
る
級
友
は
柩
の
中
に
ほ
ほ
え
む
如
く�

＊
エ
ン
ド
レ
ス
の
シ
ョ
パ
ン
の「
雨
だ
れ
」聞
き
な
が
ら
眼
の
手
術
を
待
つ
医
院
の
二
階
に�

＊
神
戸
川
に
澄
み
た
る
水
は
戻
れ
る
も
豪
雨
の
爪
痕
夏
日
に
痛
ま
し�

＊
豪
雪
に
水
害
に
猛
暑
に
畠
荒
ら
し
啼
き
し
き
る
な
り
つ
く
つ
く
法
師�

＊
終
戦
六
十
一
年
今
年
も
又
眠
る
英
霊
は
如
何
に
思
ふ
ら
ん�

＊
ふ
た
桁
の
昭
和
生
ま
れ
の
弟
妹
は
平
成
の
世
に
会
え
ず
逝
き
た
り�

＊
少
年
兵
の
遺
影
の
前
に
佇
み
ぬ
幼
顔
な
る
に
胸
つ
ま
ら
せ
り（
大
和
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
）�

赤
名
短
歌
会� 琴

峯
華
俳
句
会�

　（
盆 

そ
の
他
）　
会
員
作
品
抄�

八
月
例
会
詠
草�

※平均到達度とは平均点と同じ意味を持ちます。�

※学習の基礎となる力：学習意欲・学習に取り組む力等　※社会の中で生きて働く力：社会にかかわる力・心を豊かにする力等�

●この結果は学力の一部であり、今後さらに分析を加え、個別の指導、学力向上に向けての指
導改善に生かしていきます。�

（単位：％）�

（単位：％）�

子グマには注意！！�
子グマの近くには母グマがいるので絶対に近づいては�
いけません。�

今
秋
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
出
没
�

こ�

ど
く
だ
み�

そ
う
た
い�

よ
わ
い�



　
９
月
２
日
、島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ

ン
タ
ー
主
催
に
よ
る「
か
ん
な
流
し
地
形
カ

ン
ト
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る「

W
eb-G
IS

＆
参
加
型
調
査
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」内
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、約
30
人
が

参
加
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

�

　
今
回
歩
い
た
上
来
島
地
区（
安
江
・
横
路
）
、

野
萱
地
区（
琴
麓
）に
は
、江
戸
時
代
に
栄
え
た

「
た
た
ら
」と「
か
ん
な
流
し
」の
跡
が
多
く
残

さ
れ
て
お
り
、地
元
の
方
も
新
鮮
な
感
覚
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

�

　
皆
さ
ん
も
地
図
を
片
手
に
、秋
の
飯
南
町

を
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平
成
18
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額
は
、

月
額
１
３
８
６
０
円
で
す
。�

保
険
料
の
納
付
に
は
、口
座
振
替
が
お
得

で
す
。
口
座
振
替
に
は
、次
の
お
得
な
納

付
方
法
が
あ
り
ま
す
。�

特になし

ハガキ・封書またはFAX�

インターネット

　園芸畜産科 　30人�
　森林管理科 　10人�

10月16日（月）～27日（金）�
１月16日（火）～26日（金）

２

３

４

１

平成19年度�
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まちのスケジュール
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決められた日時を
お守りください


